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機械器具（50） 開創又は開孔用器具 コード:70948009 

一般医療機器 一般名称 挿管用喉頭鏡 

喉頭鏡 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

**【形状・構造及び原理等〕 

 本品は、手技・症例・使用部位・使用目的により、サイズ・

形状などに種類があるが、主に以下のような基本形状があり

ます。包装されている製品の製品名・カタログ番号及びサイ

ズ・基本形状については、直接被包に記載されている。 

 

1. 形状：丸いハンドルと各種のブレ－ドからなり、気管内チ

ュ－ブの挿入、配置の支援ができる医療器具です。 

 
2. 原材料： マッキントッシュタイプ 

（写真はこちらのタイプ） 

ハンドル：真鍮クロムメッキ ブレード：ステンレス鋼 

ブレード部電球付 

マッキントッシュファイバータイプ 

ハンドル：真鍮クロムメッキ ブレード部：ステンレス鋼 

耐熱光ファイバー材 ハンドル部ハロゲン電球付 

3. 原理：照明付ブレ－ドが、気管内チュ－ブの挿入、配置の

支援ができる。 

電池を入れたハンドルにブレードを装着することで点灯す

る。                                                                                          

【使用目的、効能又は効果】 

  本製品は、手術用或いは処置用に使用する医療機器です。 

**【操作方法又は使用方法等】 

本品は未滅菌の状態で供給される為、必ず適切な方法で滅

菌してから使用すること。 

ハンドルには電池を入れて使用すること。 

ブレードのフック部分をハンドルに引っ掛け写真組み立て

時の状態になれば点灯する。 

【使用上の注意】 

1.重要な基本的注意 

１） 使用前に必ず洗浄・滅菌（保守・点検に係る事項参照）す

ること。 

２） 使用目的（手術・処置等の医療行為）以外の目的で使用し

ないこと。また、折損、曲がり等の原因になり得るので使

用時に必要以上の（応力）を加えないこと。 

３） 使用後は、付着している血液、体液、組織、及び薬品等が

乾燥しないよう、直ちに洗浄液等に侵漬すること。 

４） 塩素系及びヨウ素系の消毒剤は、腐食の原因になるのでで

きるだけ使用を避けること。使用中に付着したときには水

洗いすること。 

５） 電気メスを用いた接触凝固は、術者が感電、火傷をする危

険性があり、また、器械の表面を損傷するので、併用しな

いこと。 

2.不具合・有害事象 

長時間生理食塩水や血液にさらさないで下さい。又次の化学

薬液は腐食や孔食を起こしますので注意してください。 

塩化アンモニウム・塩化バリウム・塩化カルシウム・塩化第

一鉄・塩化水銀・塩化第一スズ・チオシアン酸カリウム・過

マンガン酸カリウム・次亜塩素酸ナトリウム・石灰酸・デ－

キン液・塩素化石灰・王水・ヨウ素・フェノ－ル 等 

【貯蔵・保管方法及び使用期間等】 

１）貯蔵・保管にあたっては、洗浄をした後、腐食を防ぐため

に保管期間の長短にかかわらず必ず乾燥をすること。 

２）滅菌済のものを貯蔵・保管するにあたっては、再汚染を防

ぐため清潔な場所に保管をするとともに、有効保管期間の

管理をすること。  

**【保守・点検に係る事項】 

1.使用者による保守点検事項 

１）使用後は、できるだけ早く血液、体液､組織等の汚物を除去

し、職業感染防止のために洗浄・消毒すること。 

２）汚染除去に用いる洗剤は、洗浄方法に適したものを選択し､

適正な濃度で使用すること。 

３）洗浄装置（超音波洗浄装置、ウォッシャーディスインフェ

クタ等）で洗浄するときには､器具同士が接触して損傷する

事がないように注意すること。 

４）洗剤の残留がないよう十分にすすぎをすること。 

仕上げすすぎには、浄化水（濾過、残留、脱イオン化等）

を用いることを推奨する。 

５） 洗浄後は、腐食防止のために、直ちに乾燥すること。 

６） 可動部分の動きをスムーズにするために、水溶性潤滑剤を

塗布することを推奨する。 

７） 使用（滅菌）前に、汚れ、傷、曲がり、歯の損傷、可動部

の動き等に異常がないか点検をすること。 

８） 強アルカリ／強磁性洗剤・消毒剤は、器具を腐食させるお

それがあるので､使用をさけること。 

９） 本品の滅菌には下記の方法を推奨する。 

（滅菌時間及び温度は滅菌器のタイプや滅菌サイクル、包

装材料により異なるので、滅菌前に滅菌器の取扱説明書及

び病院の滅菌手順を参照すること。） 

①オートクレ－ブ滅菌の場合 

重力置換：121℃で 30分以上 

ブレバキュ－ム：132℃で 3分以上 

マッキントッシュタイプ 

ブレードのみ電球を外してから滅菌すること。 

電球は消毒用アルコールなどを湿らせた脱脂綿等で消毒す

ること。 

ファイバータイプ 

ブレードのみ滅菌すること。 

※ハンドル部オートクレーブ滅菌は推奨していません。 

ハンドル部を滅菌する場合には電球・電池を必ず取り外し

てから滅菌すること。 

【禁忌・禁止】 

〔使用方法〕 

② 本製品を曲げ､切削､打刻（刻印）等の二次的加工（改

造）することは、折損等の原因となるので絶対に行

わないでください。 

〔警告】 

〔使用方法〕 

本製品は未滅菌品である。必ず適切な方法で滅菌してから

使用すること。（【保守・点検に係る事項】の項参照） 

 



 

②エチレンオキサイドガス滅菌の場合 

温度：50～60℃ 

湿度：60～100％ 

エチレンオキサイドガス濃度：580～730mg/L 

暴露時間：4時間 

エア－レ－ション：12時間 

１０）洗浄・滅菌後には、必ずブレードとハンドルを接続し電

球が点灯するかを確認すること。 

 

【包装】 

  1本/袋 
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